Self-Designing Community by 辻 朋子 & Tsuji Tomoko


















































4 神奈川大学大学院経営学研究科 F研究年報』第12号 2008年3月
トマク ドナル ド化社会への変容を踏まえた､予測
可能性から予測不可能性への社会パ ラダイムの転
換がある｡ リッツア4)はファス トフー ドレス トラ
ンのマク ドナル ドを取 り上げ､マク ドナル ド化社





































































視化を実現 した｡それ らを通 して､協働によっ
て創出された生活領域のあり方そのものを "辛
せなコミュニティモデル"として提示 した (実







































































































① 大 目的である ｢新産業振興プラン｣ とい




































































































































































































































































































で求められるポス トマク ドナル ド化社会のニー
ズとしてのサービス機能の創出が､触媒を機能
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5) 事業主体 東京都小金井市商工会 (以下K
市商工会)
6) K市におけるE社の事例 K市商工会 は
2006年度より､上記目的によるビジネスコ


























1) 有形財 商工会ユニフォーム "あきんどベ















3) 事業主体 東京都小金井市経済課 (以下K
市経済課)



























3) 目的 東京都商工会 (多摩地域､及び島唄
地域における27商工会)を統合 した商学公
連携事業の活動仕組み案､事例案の創出)



















































2006､25件) (出所 ｢平成18年度 商学公
連携事業事例調査報告書｣東京都商工会連合
会､2007年)0
(6) (5)で示 した ｢平成18年度 商学公連携事
業事例調査報告書｣は､活動における連携の
重要性を指摘する｡理由は本文の次の記述に
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